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直近加入の生命保険（個人年金保険を含む）とは

（１）民保
平成25年から平成30年の本調査実施時点までの間に、いずれかの世帯員が加入した民保の生命保険の

うち最も契約日の新しい生命保険契約のことを指している。これには下取り制度（転換制度）を利用して
加入した生命保険契約も含まれる。

ここでの各項目の算出方法を、式に表すと次のとおりである。

各加入年次の割合 ＝
各加入年次の選択肢を選択した世帯の総数

× 100
民保の生命保険に加入している世帯の数

＊各加入年次の割合については、平成24年以前に加入した世帯も含めて算出している。

上記以外は平成25年以降に民保の生命保険に加入している世帯を対象に、以下のように算出している。

各加入者（被保険者）の割合 ＝
各加入者の選択肢を選択した世帯の総数

× 100
平成25年以降に民保の生命保険に加入した世帯員のいる

世帯の数

（２）かんぽ生命
かんぽ生命の直近加入契約の加入理由は最も契約日の新しい生命保険契約を対象に質問しているが、加

入年次による絞り込みは行っていない。

※ 直近加入の期間

・「平成30年調査」…平成25年から平成30年の本調査時点までの間
・「平成27年調査」…平成22年から平成27年の本調査時点までの間
・「平成24年調査」…平成19年から平成24年の本調査時点までの間
・「平成21年調査」…平成16年から平成21年の本調査時点までの間
・「平成18年調査」…平成13年から平成18年の本調査時点までの間

直近加入の生命保険（個人年金保険を含む）

4
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（１）直近加入の民間生命保険
（ア）直近加入契約（民保）の加入年次

民保加入世帯（かんぽ生命を除く）における直近に加入した民保契約の加入年次をみると、「調
査年度（平成30年）」5.2％、「調査年度の前年（平成29年）」10.0％、「調査年度の２年前（平成
28年）」8.3％となっており、最近３年間に加入した割合は23.5％となっている。（図表Ⅰ－103）

〈図表Ⅰ−103〉　直近加入契約（民保）の加入年次

平成30年調査

平成27年調査

平成24年調査

平成21年調査

平成18年調査

（％）

調査年度 調査年度
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調査年度
の 3年前

調査年度
の 4年前

調査年度
の 5年前

調査年度
の 6年前
以前

忘れた 不明

6.8 11.4 10.1 8.0 5.5 4.9 39.7 10.2

5.4 11.9 10.2 7.5 6.2 4.9 43.6 8.1

3.5

2.1

1.9

＊かんぽ生命を除く

6.2 12.2 9.8 7.1 6.2 4.8 42.7 9.0

2.7
4.9 11.8 10.3 6.6 5.1 5.1 41.6 11.9

5.2 10.0 8.3 6.6 4.8 5.1 40.9 13.2 6.0

＊各調査年度の加入年次別の割合は以下の表のようになっている
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平成30年調査 5.2 10.0 8.3 6.6 4.8 5.1 
平成27年調査 4.9 11.8 10.3 6.6 5.1 5.1
平成24年調査 6.2 12.2 9.8 7.1 6.2 4.8
平成21年調査 5.4 11.9 10.2 7.5 6.2 4.9
平成18年調査 6.8 11.4 10.1 8.0 5.5 4.9
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（イ）直近加入契約（民保）の加入者（被保険者）
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、その加入者を

みると、「世帯主」が61.7％（前回57.1％）となっており、次いで「配偶者」が23.5％（前回23.4％）、
「子ども（計）」が13.1％（前回17.3％）の順となっている。

前回と比較すると「世帯主」が4.6ポイント増加し、「子ども（計）」が4.2ポイント減少している。
（図表Ⅰ－104）

〈図表Ⅰ−104〉　直近加入契約（民保）の加入者（被保険者）
（％）

世帯主 配偶者 子ども
（計） その他 不明

子ども
（未婚で
就学前・
就学中）

子ども
（未婚で
就学終了）

子ども
（既婚）・
子どもの
配偶者

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 61.7 23.5 13.1 5.1 6.9 1.1 0.9 0.8

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 57.1 23.4 17.3 8.2 7.6 1.6 1.5 0.7 

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 56.5 21.4 19.8 8.9 8.9 2.0 1.2 1.0

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 57.0 21.2 19.3 7.9 9.4 1.9 1.1 1.4

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 59.5 19.5 15.8 6.3 7.8 1.6 0.9 4.3

＊かんぽ生命を除く
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（ウ）直近加入契約（民保）の加入決定者
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）のうち、男性世帯主で配

偶者がいる世帯に、直近の加入に対し誰が最終的に加入を決定したかを尋ねたところ、「夫」が
52.7％（前回46.5％）、「妻」が34.1％（前回36.8％）、「夫婦や家族で相談」が9.0％（前回10.8％）、

「子ども」が3.7％（前回4.5％）となっている。
前回と比較すると「夫」が6.2ポイント増加している。（図表Ⅰ－105）

〈図表Ⅰ−105〉　直近加入契約（民保）の加入決定者
（％）

夫 妻 夫婦や家族
で相談 子ども その他 不明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 52.7 34.1 9.0 3.7 0.1 0.5

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 46.5 36.8 10.8 4.5 1.2 0.2

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 48.5 35.8 9.8 5.3 0.6 0.1

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 44.6 34.8 15.4 ─ 4.9 0.4

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 44.2 37.2 15.3 ─ 3.2 0.2

＊かんぽ生命を除く
＊男性世帯主で配偶者がいる世帯を対象に集計
＊「子ども」は平成24年調査から設けている

加入者（被保険者）別にみると、「夫」、「妻」ともに自分自身の契約に関しては、本人が決定
した割合が高く、「夫」73.1％、「妻」76.6％となっている。（図表Ⅰ－106）

〈図表Ⅰ−106〉　直近加入契約（民保）の加入決定者（加入者（被保険者）別）
（％）

夫 妻 夫婦や家族
で相談 子ども その他 不　明

全 体 52.7 34.1 9.0 3.7 0.1 0.5
夫 73.1 16.2 10.5 0.0 0.0 0.2 
妻 18.2 76.6 4.4 0.7 0.0 0.0 

子 ど も （ 計 ） 25.4 35.4 10.8 27.7 0.8 0.0 
子ども （未婚で就学前・就学中） 43.1 43.1 13.8 0.0 0.0 0.0 
子ども（未婚で就学終了） 11.1 30.2 6.3 50.8 1.6 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊男性世帯主で配偶者がいる世帯を対象に集計
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（エ）直近加入契約（民保）の保険料負担者
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）のうち、男性世帯主で配

偶者がいる世帯に、直近に加入した契約の保険料を誰が負担しているかを尋ねたところ、「夫」
が75.8％（前回76.1％）、「妻」が17.7％（前回16.1％）、「子ども」が4.6％（前回6.0％）となって
いる。（図表Ⅰ－107）

〈図表Ⅰ−107〉　直近加入契約（民保）の保険料負担者
（％）

夫 妻 子ども その他 不明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 75.8 17.7 4.6 1.4 0.5

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 76.1 16.1 6.0 1.5 0.3

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 77.0 15.1 7.0 0.8 0.1

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 75.9 15.2 ─ 8.3 0.6

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 77.8 16.5 ─ 5.4 0.3

＊かんぽ生命を除く
＊男性世帯主で配偶者がいる世帯を対象に集計
＊「子ども」は平成24年調査から設けている

加入者（被保険者）別にみると、「夫」の契約は夫自身が負担している割合が９割を超えている
のに対して、「妻」の契約では妻の負担割合は５割程度となっている。また、「子ども（未婚で就
学前・就学中）」の契約では「夫」（84.5％）の負担割合が８割を超えている。（図表Ⅰ－108）

〈図表Ⅰ−108〉　直近加入契約（民保）の保険料負担者（加入者（被保険者）別）
（％）

夫 妻 子ども その他 不　明

全 体 75.8 17.7 4.6 1.4 0.5
夫 95.2 4.0 0.0 0.6 0.2 
妻 46.0 52.9 0.0 1.1 0.0 

子 ど も （ 計 ） 46.9 13.1 37.7 2.3 0.0 
子ども （未婚で就学前・就学中） 84.5 13.8 0.0 1.7 0.0 
子ども（未婚で就学終了） 15.9 11.1 71.4 1.6 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊男性世帯主で配偶者がいる世帯を対象に集計
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（オ）直近加入契約（民保）の加入理由
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入理由をみ

ると、「希望にあった生命保険だったので」が39.3％（前回35.6％）と最も多くなっている。次
いで「営業職員や代理店の人が親身になって説明してくれたので」24.8％（前回20.6％）、「掛金
が安かったので」21.3％（前回17.1％）、「以前から加入していた営業職員や代理店の人にすすめ
られたので」14.6％（前回14.2％）の順となっている。

前回に比べ「営業職員や代理店の人が親身になって説明してくれたので」が4.2ポイント、「掛
金が安かったので」が4.2ポイント、「以前加入したことのある会社だったので」が2.2ポイント
それぞれ増加し、「営業職員や代理店の人が知り合いだったので」が3.3ポイント減少している。

（図表Ⅰ－109）

〈図表Ⅰ−109〉　直近加入契約（民保）の加入理由（複数回答）
（％）
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平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 39.3 24.8 21.3 14.6 14.2 10.8 8.6 6.3 5.5 4.2 3.7 3.6 2.8 1.1 5.0 0.8

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 35.6 20.6 17.1 14.2 17.5 12.5 6.4 6.1 4.1 3.8 3.1 3.0 2.8 1.1 4.9 0.7

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 34.4 20.8 21.5 14.6 20.1 13.0 7.8 4.5 5.4 3.8 2.1 3.9 3.1 1.0 5.6 0.8

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 33.1 20.0 20.8 15.7 19.6 12.9 9.7 6.5 6.7 2.1 2.0 4.9 3.7 1.1 5.0 1.2

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 30.3 15.9 22.9 16.3 20.9 11.0 10.8 5.9 7.1 2.5 1.5 5.6 3.4 2.1 4.7 0.7

＊かんぽ生命を除く
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選択肢を「商品要因」、「加入機関（会社）要因」、「営業職員要因」、「その他」と統合してみる
と（統合方法の詳細は下記注釈を参照）、「商品要因」が57.6％（前回51.9％）、「営業職員要因」
が47.0％（前回47.2％）、「加入機関（会社）要因」が17.7％（前回14.6％）となっている。

前回と比較すると、「商品要因」が5.7ポイント、「加入機関（会社）要因」が3.1ポイント、そ
れぞれ増加している。（図表Ⅰ－110）

〈図表Ⅰ−110〉　直近加入契約（民保）の加入理由（要因別）（複数回答）
（％）

商品要因 営業職員
要因

加入機関
（会社）

要因
その他 不明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 57.6 47.0 17.7 16.6 0.8

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 51.9 47.2 14.6 18.4 0.7

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 52.7 47.8 17.6 19.4 0.8

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 51.8 47.9 22.0 18.6 1.2

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 51.0 47.2 23.4 17.4 0.7

＊かんぽ生命を除く
＊選択肢の統合の詳細は、以下のとおりとなっている。
　商品要因・・・・・・・・・	「希望にあった生命保険だったので」
	 「従来なかったような新しい生命保険だったので」
	 「掛金が安かったので」
	 「民間の生命保険会社の生命保険、個人年金保険は利回りがいいから」
	 のいずれかを選択。
　営業職員要因・・・・・・・	「営業職員や代理店の人が親身になって説明してくれたので」
	 「営業職員や代理店の人が知り合いだったので」
	 「以前から加入していた営業職員や代理店の人にすすめられたので」
	 「営業職員がＦＰの資格を持つなど、専門性を有していたので」
	 のいずれかを選択。
　加入機関（会社）要因・・・	「加入後のサービスがよいと思ったので」
	 「テレビ、新聞、雑誌などで、しばしば見聞きしている会社なので」
	 「以前加入したことのある会社だったので」
	 「健全な経営をしている会社だったので」
	 のいずれかを選択。
　その他・・・・・・・・・・	「通信販売やインターネットなどにより、手続きが簡単にできたので」
	 「家族、友人、知人などにすすめられたので」
	 「その他」
	 のいずれかを選択。
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（カ）直近加入契約（民保）の加入目的
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入目的をみ

ると、「医療費や入院費のため」が57.1％（前回58.5％）と最も多く、次いで「万一のときの家
族の生活保障のため」49.5％（前回53.1％）、「万一のときの葬式代のため」15.4％（前回13.0％）
の順となっている。

前回と比較すると、「老後の生活資金のため」が3.1ポイント、「貯蓄のため」が2.5ポイント、「財
産づくりのため」が1.2ポイント、それぞれ増加している。（図表Ⅰ－111）

〈図表Ⅰ−111〉　直近加入契約（民保）の加入目的（複数回答）
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平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 57.1 49.5 15.4 10.8 8.6 8.3 7.4 3.8 2.8 2.4 2.1 1.7 0.1 1.3 0.4

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 58.5 53.1 13.0 7.7 6.1 7.7 7.9 2.9 1.8 1.2 1.9 1.5 0.4 0.7 0.5

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 59.6 51.7 13.7 8.6 6.7 8.8 8.6 3.1 0.8 0.9 1.9 1.4 0.1 1.5 0.7

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 59.7 53.8 13.1 8.2 4.6 12.0 9.2 2.8 0.9 0.9 2.7 1.9 0.3 0.9 1.1

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 59.5 54.4 12.8 7.9 4.9 14.1 7.2 3.3 0.7 1.3 2.6 1.9 0.3 1.5 0.9

＊かんぽ生命を除く
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世帯主年齢別にみると、「医療費や入院費のため」は「75～79歳」で、「万一のときの家族の
生活保障のため」、「子どもの教育・結婚資金のため」は「29歳以下」から「40～44歳」の層で、

「万一のときの葬式代のため」は「65～69歳」から「75～79歳」の層で、「相続および相続税の
支払を考えて」は「75歳以上」の層で高くなっているなど、世代ごとの保障ニーズの違いを反
映した結果となっている。（図表Ⅰ－112）

〈図表Ⅰ−112〉　直近加入契約（民保）の加入目的（世帯主年齢別）（複数回答）
（％）
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金
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の
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土
地
・
家
屋
の
取
得
・
増
改
築

の
た
め

そ　

の　

他

不　
　
　

明

全　　体 57.1 49.5 15.4 10.8 8.6 8.3 7.4 3.8 2.8 2.4 2.1 1.7 0.1 1.3 0.4
29歳以下 42.1 71.1 13.2 13.2 13.2 7.9 21.1 0.0 0.0 5.3 5.3 0.0 0.0 2.6 0.0
30～34歳 38.7 62.9 9.7 11.3 22.6 8.1 21.0 3.2 0.0 4.8 3.2 0.0 0.0 1.6 0.0
35～39歳 48.5 62.1 5.8 6.8 10.7 5.8 18.4 1.9 0.0 3.9 4.9 2.9 1.0 0.0 0.0
40～44歳 53.9 58.8 6.9 5.9 8.8 8.8 18.6 1.0 0.0 2.0 3.9 2.0 0.0 1.0 1.0
45～49歳 62.1 50.3 10.1 8.9 8.9 5.9 7.1 3.0 0.6 1.8 2.4 0.0 0.0 2.4 0.0
50～54歳 54.8 58.1 9.7 6.5 4.3 11.8 4.3 5.4 1.1 1.1 3.2 1.1 0.0 2.2 0.0
55～59歳 59.2 40.8 16.6 12.7 7.0 7.6 1.9 5.1 2.5 1.3 1.3 1.9 0.0 2.5 0.0
60～64歳 63.5 43.5 16.5 17.4 7.8 10.4 2.6 2.6 2.6 3.5 0.9 0.9 0.0 0.9 0.0
65～69歳 60.6 45.5 24.2 16.7 6.8 7.6 2.3 7.6 4.5 3.8 0.8 2.3 0.0 0.0 1.5
70～74歳 65.4 38.5 24.0 11.5 5.8 11.5 1.0 5.8 4.8 1.9 1.0 1.9 0.0 1.0 1.0
75～79歳 69.6 37.7 26.1 5.8 7.2 11.6 2.9 0.0 7.2 0.0 0.0 5.8 0.0 0.0 0.0
80～84歳 38.2 41.2 23.5 8.8 8.8 0.0 5.9 2.9 14.7 0.0 0.0 0.0 0.0 2.9 2.9
85～89歳 43.8 50.0 18.8 12.5 0.0 0.0 0.0 6.3 18.8 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0
90歳以上 33.3 50.0 66.7 16.7 33.3 16.7 0.0 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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加入者（被保険者）別にみると、「医療費や入院費のため」は「子ども（未婚で就学終了）」（67.5
％）と「配偶者」（63.1％）で高く、「万一のときの家族の生活保障のため」は、「世帯主」（59.5％）
で高くなっている。（図表Ⅰ－113）

〈図表Ⅰ−113〉　直近加入契約（民保）の加入目的（加入者（被保険者）別）（複数回答）
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の
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他

不　
　
　

明

全 体 57.1 49.5 15.4 10.8 8.6 8.3 7.4 3.8 2.8 2.4 2.1 1.7 0.1 1.3 0.4 
世 帯 主 54.6 59.5 16.5 10.9 8.2 8.2 5.9 3.2 3.1 2.7 2.8 1.1 0.1 0.5 0.4 
配 偶 者 63.1 38.3 17.4 12.1 9.6 6.0 2.8 4.6 1.8 2.1 1.1 1.8 0.0 2.8 0.7 
子 ど も （ 計 ） 61.1 24.2 5.1 8.9 8.3 12.1 21.0 3.8 1.3 1.3 0.0 3.8 0.0 1.9 0.0 
子ども （未婚で就学前・就学中） 57.4 16.4 0.0 1.6 6.6 13.1 44.3 0.0 0.0 1.6 0.0 1.6 0.0 1.6 0.0 
子ども（未婚で就学終了） 67.5 25.3 8.4 13.3 8.4 12.0 4.8 7.2 1.2 0.0 0.0 4.8 0.0 2.4 0.0 

＊かんぽ生命を除く

（キ）直近加入契約（民保）の加入方法（新規加入か否か）
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入方法をみ

ると、「新規に加入」が61.8％（前回57.4％）と最も多く、次いで「下取り制度（転換制度）を
利用して加入」23.3％（前回27.6％）、「これまで加入していた生命保険を解約あるいは掛金の払
込を中止して、新しい生命保険に加入」13.8％（前回14.2％）の順となっている。

前回と比較すると、「新規に加入」が4.4ポイント増加し、「下取り制度（転換制度）を利用し
て加入」が4.3ポイント減少している。（図表Ⅰ－114）

〈図表Ⅰ−114〉　直近加入契約（民保）の加入方法（新規加入か否か）
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（平成19～24年に加入）

平成21年調査
（平成16～21年に加入）

0.4

55.5 30.5 11.0
3.0

＊かんぽ生命を除く

57.4 27.6 14.2平成27年調査
（平成22～27年に加入）

0.8

61.8 23.3 13.8
1.2

平成30年調査
（平成25～30年に加入）
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世帯主年齢別にみると、「新規に加入」は「30～34歳」（79.0％）、および「35～39歳」（77.7％）
で高くなっている。「下取り制度（転換制度）を利用して加入」は「75～79歳」（36.2％）で高
くなっている。（図表Ⅰ－115）

〈図表Ⅰ−115〉　直近加入契約（民保）の加入方法（新規加入か否か）（世帯主年齢別）
（％）
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加
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）
を
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入
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加
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い
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金
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を
中
止
し

て
、
新
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い
生
命
保
険
に
加
入

不　

明

全　　体 61.8 23.3 13.8 1.2 
29歳以下 76.3 5.3 18.4 0.0 
30～34歳 79.0 6.5 14.5 0.0 
35～39歳 77.7 10.7 11.7 0.0 
40～44歳 73.5 13.7 12.7 0.0 
45～49歳 50.9 29.0 19.5 0.6 
50～54歳 51.6 31.2 17.2 0.0 
55～59歳 60.5 26.1 12.1 1.3 
60～64歳 60.0 28.7 9.6 1.7 
65～69歳 59.1 24.2 15.2 1.5 
70～74歳 55.8 28.8 13.5 1.9 
75～79歳 53.6 36.2 4.3 5.8 
80～84歳 58.8 23.5 17.6 0.0 
85～89歳 75.0 6.3 12.5 6.3 
90歳以上 83.3 16.7 0.0 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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加入者（被保険者）別にみると、「下取り制度（転換制度）を利用して加入」および「これま
で加入していた生命保険を解約あるいは掛金の払込を中止して、新しい生命保険に加入」では、

「世帯主」がそれぞれ26.1％、17.3％と高く、「新規に加入」では「子ども（未婚で就学前・就学中）」
が93.4％と高くなっている。（図表Ⅰ－116）

〈図表Ⅰ−116〉　�直近加入契約（民保）の加入方法（新規加入か否か）
（加入者（被保険者）別）
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全 体 61.8 23.3 13.8 1.2 
世 帯 主 55.4 26.1 17.3 1.2 
配 偶 者 64.9 23.0 11.7 0.4 
子 ど も （ 計 ） 85.4 12.7 1.9 0.0 
子ども （未婚で就学前・就学中） 93.4 3.3 3.3 0.0 
子ども（未婚で就学終了） 81.9 16.9 1.2 0.0 

＊かんぽ生命を除く
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（ク）直近加入契約（民保）の加入時の情報入手経路
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入時の情報

入手経路をみると、「生命保険会社の営業職員」が46.5％（前回48.9％）と最も多く、次いで「保
険代理店」15.8％（前回12.9％）、「友人・知人」10.3％（前回10.9％）、「家族・親類」9.9％（前
回11.5％）の順となっている。

前回と比較すると、「保険代理店」が2.9ポイント、「ファイナンシャル・プランナーや税理士・
公認会計士」が2.5ポイント、「商品カタログ・パンフレット」が2.1ポイント、「郵便局の窓口や
営業職員」が1.8ポイント、「生命保険会社の窓口」が1.2ポイント、それぞれ増加している。（図
表Ⅰ－117）

〈図表Ⅰ−117〉　直近加入契約（民保）の加入時の情報入手経路（複数回答）
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険
代
理
店
（
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）
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平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 46.5 15.8 9.1 7.3 10.3 9.9 8.4 6.4 5.6 5.6 5.6 4.1 2.7 2.7 2.3 2.1 1.8 0.1 2.4 0.6

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 48.9 12.9 8.6 4.3 10.9 11.5 6.3 3.9 6.3 5.3 3.8 2.7 3.1 1.5 1.6 1.9 1.5 0.2 2.5 0.8

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 52.7 10.4 ─ ─ 14.0 11.4 8.5 2.4 4.1 6.6 3.7 2.7 3.0 0.9 1.9 2.5 2.2 0.1 2.1 0.7

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 55.6 9.7 ─ ─ 12.9 10.5 8.9 2.6 2.6 8.9 5.0 1.9 2.9 0.4 1.4 1.5 2.4 0.3 2.6 1.0

＊かんぽ生命を除く
＊平成27年調査より「保険代理店」を２つに細分化し、「保険代理店（金融機関を除く）の営業職員」と「保険代理店（金
融機関を除く保険ショップ等）の窓口」としている
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選択肢を「生保チャネル」と「非生保チャネル」、「人を介したチャネル」と「人を介さないチ
ャネル」の４つの組合せに分類してみると、「生保・人を介したチャネル」が62.7％（前回61.4％）
と最も多く、次いで「非生保・人を介したチャネル」37.8％（前回37.6％）、「生保・人を介さな
いチャネル」10.8％（前回8.6％）の順となっている。（図表Ⅰ－118）

〈図表Ⅰ−118〉　直近加入契約（民保）の加入時の情報入手経路（チャネル別）（複数回答）
（％）
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平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 62.7 37.8 10.8 8.9 2.4 0.6 

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 61.4 37.6 8.6 7.6 2.5 0.8

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 63.0 37.7 11.6 8.8 2.1 0.7

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 64.1 34.2 11.7 10.5 2.6 1.0

＊かんぽ生命を除く	 	 	 	 	 	 	
＊選択肢の統合の詳細は、以下のとおりとなっている。
　生保・人を介したチャネル・・・・・	「生命保険会社の営業職員」
	 「保険代理店（金融機関を除く）の営業職員」
	 「保険代理店（金融機関を除く保険ショップ等）の窓口」
	 「生命保険会社の窓口」
	 のいずれかを選択。
　非生保・人を介したチャネル・・・・	「郵便局の窓口や営業職員」
	 「銀行・証券会社の窓口や営業職員」
	 「家族・親類」
	 「友人・知人」
	 「職場の同僚・上司」
	 「ファイナンシャル・プランナーや税理士・公認会計士」
	 「生命保険に関する情報提供や相談を受け付ける第三者機関」
	 のいずれかを選択。
　生保・人を介さないチャネル・・・・	「決算報告書など生命保険会社の経営状況に関する資料」
	 「商品カタログ・パンフレット」
	 「ダイレクトメール」
	 「その会社や代理店のホームページ」
	 のいずれかを選択。
　非生保・人を介さないチャネル・・・	「テレビ・新聞・雑誌・書籍」
	 「生命保険に関する情報を提供しているホームページ」
	 のいずれかを選択。
　その他・・・・・・・・・・・・・・「その他」を選択。
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世帯主年齢別にみると、『生保・人を介さないチャネル』は「40～44歳」（21.6％）で高くな
っている。

個々のチャネルについてみると、「生命保険会社の営業職員」は「55～59歳」で、「保険代理
店（金融機関を除く保険ショップ等）の窓口」は「30～34歳」で、それぞれ高くなっている。（図
表Ⅰ－119）

〈図表Ⅰ−119〉　�直近加入契約（民保）の加入時の情報入手経路（世帯主年齢別） 
（複数回答）
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全　　体 62.7 46.5 15.8 9.1 7.3 2.7 37.8 10.3 9.9 6.4 5.6 5.6 2.7 2.1 10.8 8.4 2.3 1.8 0.1 8.9 5.6 4.1 2.4 0.6
29歳以下 55.3 26.3 26.3 13.2 13.2 5.3 55.3 13.2 18.4 23.7 0.0 0.0 7.9 7.9 10.5 10.5 2.6 0.0 0.0 15.8 0.0 15.8 2.6 0.0
30～34歳 64.5 32.3 29.0 11.3 21.0 3.2 43.5 6.5 14.5 22.6 0.0 0.0 1.6 4.8 16.1 11.3 11.3 1.6 0.0 12.9 8.1 8.1 0.0 0.0
35～39歳 65.0 36.9 26.2 15.5 12.6 3.9 38.8 13.6 9.7 9.7 1.9 1.9 6.8 0.0 14.6 10.7 4.9 2.9 0.0 13.6 5.8 10.7 1.9 1.0
40～44歳 57.8 38.2 17.6 5.9 13.7 6.9 35.3 5.9 12.7 8.8 2.9 3.9 2.0 3.9 21.6 17.6 9.8 0.0 0.0 11.8 6.9 7.8 2.0 1.0
45～49歳 62.1 46.2 17.2 5.9 11.2 2.4 35.5 13.6 8.9 10.1 4.1 3.6 1.8 1.2 10.7 8.9 0.6 2.4 0.0 7.1 3.0 4.7 3.0 0.6
50～54歳 59.1 50.5 6.5 6.5 0.0 2.2 38.7 15.1 11.8 3.2 5.4 3.2 4.3 1.1 10.8 8.6 0.0 2.2 0.0 4.3 2.2 2.2 2.2 0.0
55～59歳 68.2 55.4 14.0 10.2 3.8 0.6 32.5 8.3 11.5 1.9 4.5 5.7 1.9 1.9 7.6 5.1 1.3 1.9 0.0 7.0 4.5 2.5 2.5 0.6
60～64歳 61.7 52.2 10.4 7.0 3.5 1.7 36.5 7.8 7.8 4.3 4.3 9.6 3.5 1.7 10.4 8.7 0.9 1.7 0.0 6.1 5.2 0.9 3.5 0.0
65～69歳 62.9 50.8 12.1 6.1 6.1 2.3 39.4 12.1 10.6 1.5 6.1 7.6 0.8 2.3 8.3 6.8 0.0 1.5 0.8 14.4 12.9 1.5 1.5 0.8
70～74歳 68.3 51.9 15.4 12.5 2.9 3.8 35.6 9.6 6.7 1.0 8.7 8.7 1.9 1.9 4.8 4.8 0.0 0.0 0.0 6.7 4.8 1.9 3.8 0.0
75～79歳 65.2 50.7 15.9 13.0 2.9 0.0 30.4 10.1 1.4 1.4 7.2 14.5 1.4 1.4 10.1 5.8 0.0 4.3 0.0 4.3 4.3 0.0 4.3 1.4
80～84歳 47.1 41.2 5.9 5.9 0.0 2.9 50.0 5.9 8.8 2.9 23.5 8.8 2.9 0.0 8.8 5.9 0.0 2.9 0.0 8.8 8.8 0.0 0.0 2.9
85～89歳 56.3 50.0 6.3 6.3 0.0 0.0 62.5 6.3 12.5 0.0 37.5 0.0 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.3 6.3 0.0 0.0 0.0
90歳以上 50.0 16.7 33.3 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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（ケ）直近加入契約（民保）の加入時の商品比較経験
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入時の商品

比較経験をみると、「特に比較はしなかった」が66.7％（前回69.6％）と最も多く、次いで「他
の民間の生命保険会社の生命保険（かんぽ生命を除く）」26.9％（前回24.7％）、「県民共済・生
協等の生命共済」3.9％（前回4.6％）の順となっている。

時系列でみると、「県民共済・生協等の生命共済」は平成24年調査以降、減少傾向が続いてい
る。（図表Ⅰ－120）

〈図表Ⅰ−120〉　直近加入契約（民保）の加入時の商品比較経験（複数回答）
（％）
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命

J
A
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共
済

生
命
保
険
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外
の
金
融
商
品

（
損
害
保
険
や
預
貯
金
、
公

社
債
、
株
式
等
）

特
に
比
較
は
し
な
か
っ
た

不　

明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 26.9 3.9 3.8 1.5 0.8 66.7 1.2 

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 24.7 4.6 3.6 1.3 0.9 69.6 1.1

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 27.1 6.8 2.9 1.5 0.7 66.4 0.9

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 25.0 5.7 2.9 2.4 0.9 67.7 1.1

＊かんぽ生命を除く
＊平成24年調査まで「郵便局の簡易保険（かんぽ生命を除く）」を選択肢に入れていた（平成
24年調査：3.2％、平成21年調査：3.9％）
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世帯主年齢別にみると、「他の民間の生命保険会社の生命保険（かんぽ生命を除く）」は「34
歳以下」の層で４割を超えて高くなっている。（図表Ⅰ－121）

〈図表Ⅰ−121〉　�直近加入契約（民保）の加入時の商品比較経験（世帯主年齢別） 
（複数回答）
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険
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預
貯
金
、
公

社
債
、
株
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）

特
に
比
較
は
し
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っ
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不　

明

全　　体 26.9 3.9 3.8 1.5 0.8 66.7 1.2 
29歳以下 44.7 5.3 2.6 2.6 0.0 50.0 0.0 
30～34歳 45.2 4.8 3.2 1.6 4.8 41.9 1.6 
35～39歳 34.0 1.9 4.9 1.0 0.0 64.1 0.0 
40～44歳 32.4 4.9 6.9 2.0 0.0 57.8 1.0 
45～49歳 30.8 4.7 1.8 1.8 1.2 66.3 0.0 
50～54歳 18.3 5.4 2.2 0.0 0.0 77.4 1.1 
55～59歳 21.7 5.1 3.2 1.9 0.0 71.3 1.9 
60～64歳 22.6 3.5 3.5 0.9 0.0 73.0 0.0 
65～69歳 24.2 1.5 3.0 1.5 1.5 68.9 2.3 
70～74歳 26.9 4.8 4.8 1.0 1.9 64.4 1.0 
75～79歳 17.4 2.9 8.7 4.3 0.0 73.9 1.4 
80～84歳 20.6 2.9 0.0 0.0 2.9 67.6 8.8 
85～89歳 12.5 0.0 6.3 0.0 0.0 81.3 0.0 
90歳以上 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 83.3 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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（コ）直近加入契約（民保）の加入チャネル
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、加入経路（加

入チャネル）を尋ねたところ、「生命保険会社の営業職員」が53.7％（前回59.4％）と最も多く、
次いで「保険代理店の窓口や営業職員」17.8％（前回13.7％）、「通信販売」6.5％（前回5.6％）
となっている。

前回に比べ「家庭に来る営業職員」が4.3ポイント、「職場に来る営業職員」が1.5ポイント減
少している。一方、「保険代理店の窓口や営業職員」は4.1ポイント増加している。（図表Ⅰ－122）

〈図表Ⅰ−122〉　直近加入契約（民保）の加入チャネル
（％）
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*2 地
方
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
の
窓
口
や
銀
行
員

信
託
銀
行
の
窓
口
や
銀
行
員

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 53.7 43.2 10.5 6.5 3.3 3.3 2.9 4.2 5.4 4.9 2.7 1.8 0.4 0.5 17.8 7.8 9.9 3.4 5.6 0.6 

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 59.4 47.5 12.0 5.6 2.2 3.4 3.1 3.0 5.5 5.3 2.3 2.7 0.3 0.2 13.7 4.7 9.0 4.8 4.1 0.7

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 68.2 53.0 15.2 8.8 4.5 4.3 2.5 2.1 4.3 4.2 1.9 2.3 0.1 0.1 6.9 ─ ─ 3.2 3.2 0.8

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 68.1 52.5 15.7 8.7 2.9 5.7 1.9 2.9 2.6 2.6 1.1 1.1 0.4 0.0 6.4 ─ ─ 3.0 4.9 1.3

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 66.3 51.0 15.3 9.1 1.8 7.3 2.1 ─ 3.3 3.1 1.2 1.7 0.2 0.2 7.0 ─ ─ 5.2 6.1 0.9

＊かんぽ生命を除く
＊これまで、下記のような選択肢の変更や追加、細分化などがあったため、調査結果を時系列で単純に比較できない。
＊１　「郵便局の窓口や営業職員」は平成21年調査から設けている
＊２　平成21年調査より「大手銀行の窓口や銀行員」を「都市銀行の窓口や銀行員（ゆうちょ銀行を含む）」に選択肢

を変更している
＊３　平成27年調査より「保険代理店の窓口や営業職員」を「保険代理店（金融機関を除く保険ショップ等）の窓口」と「保

険代理店（金融機関を除く）の営業職員」の２つに細分化している
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世帯主年齢別にみると、「生命保険会社の営業職員」は「60～64歳」で、「保険代理店（金融
機関を除く保険ショップ等）の窓口」は「30～34歳」から「40～44歳」の層で、それぞれ高く
なっている。（図表Ⅰ－123）

〈図表Ⅰ−123〉　直近加入契約（民保）の加入チャネル（世帯主年齢別）
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、
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合
の
窓
口
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行
員

信
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銀
行
の
窓
口
や
銀
行
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全　　体 53.7 43.2 10.5 6.5 3.3 3.3 2.9 4.2 5.4 4.9 2.7 1.8 0.4 0.5 17.8 7.8 9.9 3.4 5.6 0.6 
29歳以下 42.1 36.8 5.3 5.3 5.3 0.0 10.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.9 13.2 15.8 5.3 7.9 0.0 
30～34歳 43.5 37.1 6.5 6.5 6.5 0.0 9.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.5 22.6 12.9 1.6 3.2 0.0 
35～39歳 45.6 35.9 9.7 5.8 4.9 1.0 3.9 2.9 3.9 3.9 1.9 1.9 0.0 0.0 28.2 17.5 10.7 4.9 4.9 0.0 
40～44歳 39.2 26.5 12.7 9.8 8.8 1.0 2.9 4.9 2.9 2.9 0.0 2.9 0.0 0.0 23.5 14.7 8.8 6.9 8.8 1.0 
45～49歳 53.8 40.8 13.0 3.0 1.8 1.2 2.4 2.4 4.7 4.7 4.1 0.6 0.0 0.0 21.3 8.9 12.4 4.1 8.3 0.0 
50～54歳 60.2 45.2 15.1 4.3 3.2 1.1 3.2 6.5 4.3 4.3 1.1 3.2 0.0 0.0 12.9 5.4 7.5 3.2 5.4 0.0 
55～59歳 58.6 46.5 12.1 8.9 5.1 3.8 0.6 4.5 5.1 4.5 0.6 3.8 0.0 0.6 16.6 3.8 12.7 2.5 3.2 0.0 
60～64歳 62.6 46.1 16.5 6.1 1.7 4.3 2.6 5.2 3.5 3.5 3.5 0.0 0.0 0.0 9.6 3.5 6.1 5.2 5.2 0.0 
65～69歳 59.1 51.5 7.6 8.3 0.8 7.6 2.3 4.5 3.8 3.8 3.0 0.0 0.8 0.0 12.9 5.3 7.6 1.5 5.3 2.3 
70～74歳 57.7 50.0 7.7 3.8 1.0 2.9 1.9 6.7 9.6 8.7 5.8 2.9 0.0 1.0 9.6 3.8 5.8 3.8 6.7 0.0 
75～79歳 56.5 50.7 5.8 5.8 0.0 5.8 1.4 7.2 7.2 5.8 1.4 1.4 2.9 1.4 13.0 1.4 11.6 0.0 5.8 2.9 
80～84歳 41.2 41.2 0.0 17.6 2.9 14.7 2.9 2.9 23.5 23.5 11.8 8.8 2.9 0.0 8.8 0.0 8.8 0.0 0.0 2.9 
85～89歳 56.3 50.0 6.3 6.3 0.0 6.3 0.0 0.0 25.0 18.8 12.5 0.0 6.3 6.3 12.5 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 
90歳以上 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満



94

（サ）直近加入契約（民保）の保険料
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）のうち、直近に加入した

契約の保険料の払込方法を尋ねたところ、「月・半年・年ごとに支払っている」が79.6％（前回
84.4％）と最も多く、次いで「一時払にした」11.2％（前回9.7％）が続いている。

時系列でみると、「月・半年・年ごとに支払っている」は平成24年調査以降、減少傾向が続い
ている。（図表Ⅰ－124）

〈図表Ⅰ−124〉　直近加入契約（民保）の保険料払込方法
（％）

一時払にした 月・半年・年ごと
に支払っている

月・半年・年ごと
の支払いは完了 不　明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 11.2 79.6 3.7 5.6 

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 9.7 84.4 3.2 2.6

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 7.1 88.6 2.3 2.0

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 7.0 87.8 1.9 3.3

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 6.0 90.3 2.2 1.4

＊かんぽ生命を除く

直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）のうち、直近に加入した
契約の保険料を月・半年・年ごとに支払っている世帯に対して、その年間払込保険料を尋ねたと
ころ、平均20.4万円（前回18.4万円）となり、2.0万円増加している。

分布をみると、「６万円未満」が20.3％（前回19.2％）と最も多く、次いで「6～12万円未満」
19.4％（前回19.5％）、「12～18万円未満」17.6％（前回21.0％）が続いている。

前回と比較すると、「12～18万円未満」が3.4ポイント減少した。（図表Ⅰ－125）

〈図表Ⅰ−125〉　直近加入契約（民保）の年間払込保険料

3.1

平均
（％）

16.0 18.4 12.9 7.2 8.75.818.6 9.4

20.4万円

18.4万円
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20.7万円

20.8万円

20.0 19.2 12.0 7.3 10.44.9 4.218.3 3.8

6万円
未満
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36万円
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36～
42万円
未満

42万円
以上

不明

＊かんぽ生命を除く

20.0 18.0 20.1 11.6 7.2 6.2 3.5 7.8 5.5

平成21年調査
（平成16～21年に加入）

平成18年調査
（平成13～18年に加入）

平成24年調査
（平成19～24年に加入）

19.2 19.5 21.0 11.4 8.2 4.3 3.6 8.0 4.8平成27年調査
（平成22～27年に加入）

20.3 19.4 17.6 10.1 8.5 5.3 3.4 8.8 6.7平成30年調査
（平成25～30年に加入）
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加入者（被保険者）別にみると、「世帯主」で22.5万円と最も高くなっている。（図表Ⅰ－126）

〈図表Ⅰ−126〉　直近加入契約（民保）の年間払込保険料（加入者（被保険者）別）
（％）
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（万円）

全 体 20.3 19.4 17.6 10.1 8.5 5.3 3.4 8.8 6.7 20.4
世 帯 主 18.5 17.6 14.4 10.7 10.8 6.9 4.4 9.2 7.5 22.5 
配 偶 者 22.6 21.7 21.7 9.0 4.5 3.6 2.7 9.0 5.0 17.7 
子 ど も （ 計 ） 24.3 22.8 25.0 8.8 5.1 1.5 0.0 6.6 5.9 15.5 
子ども （未婚で就学前・就学中） 34.7 20.4 16.3 8.2 4.1 0.0 0.0 4.1 12.2 11.1 
子ども（未婚で就学終了） 20.3 25.7 29.7 8.1 4.1 2.7 0.0 6.8 2.7 15.8 

＊かんぽ生命を除く

一方、直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）のうち、直近に加
入した契約の保険料を一時払で支払った世帯に対して、その保険料を尋ねたところ、514万円（前
回465万円）となっている。

分布をみると、「200～500万円未満」が33.6％（前回35.4％）と最も多く、次いで「500～
1,000万円未満」17.9％（前回23.8％）が続いている。（図表Ⅰ－127）

〈図表Ⅰ−127〉　直近加入契約（民保）の一時払保険料

（％）
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14.8 11.4 15.9 15.9 8.019.3 14.8

100～
150万円
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100万円
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200万円
未満

200～
500万円
未満

500～
1,000万円
未満

1,000万円
以上

不明

平成21年調査
（平成16～21年に加入）

平成18年調査
（平成13～18年に加入）

平均

平成24年調査
（平成19～24年に加入）

514万円

465万円

463万円

384万円

324万円

＊かんぽ生命を除く

8.8 12.7 3.9 34.3 17.6 15.7 6.9

16.5 16.5 24.7 18.6 18.6

平成27年調査
（平成22～27年に加入） 12.3 6.9 3.1 35.4 23.8 12.3 6.2

平成30年調査
（平成25～30年に加入） 7.5 9.0 3.7 33.6 17.9 16.4 11.9
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（シ）直近加入契約（民保）の保険種類
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）について、直近に加入し

た契約の保険種類をみると、「終身保険」が35.3％（前回35.4％）と最も多く、次いで「医療保険」
23.3％（前回24.4％）、「定期保険」9.2％（前回7.6％）となっている。このうち遺族保障機能を
主目的とした「終身保険」、「定期保険」、「定期付終身保険」の割合は49.5％を占めている。

前回に比べ、「定期付終身保険」が1.9ポイント、「こども保険」が1.8ポイント、「利率変動型
積立終身保険」が1.4ポイント、それぞれ減少している。（図表Ⅰ－128）

〈図表Ⅰ−128〉　直近加入契約（民保）の保険種類
（％）

終
身
保
険

定
期
保
険

定
期
付
終
身
保
険

利
率
変
動
型
積
立
終
身
保
険

養
老
保
険

医
療
保
険

ガ
ン
保
険

介
護
保
険

こ
ど
も
保
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保
障
保
険

そ
の
他
の
生
命
保
険

個
人
年
金
保
険

変
額
個
人
年
金
保
険

不
明

平成30年調査
（平成25〜30年に加入） 35.3 9.2 5.0 2.1 4.6 23.3 7.3 0.8 2.3 1.1 1.5 2.0 3.7 0.6 1.3

平成27年調査
（平成22〜27年に加入） 35.4 7.6 6.9 3.5 3.1 24.4 6.5 0.7 4.1 0.6 ─ 2.2 3.6 0.5 0.8

平成24年調査
（平成19〜24年に加入） 38.4 8.8 7.9 3.9 4.4 19.7 6.5 0.5 3.6 0.1 ─ 1.7 3.1 0.3 1.1

平成21年調査
（平成16〜21年に加入） 35.5 7.9 8.8 4.4 6.2 20.3 5.2 0.6 4.2 0.4 ─ 1.7 2.5 0.8 1.4

平成18年調査
（平成13〜18年に加入） 31.2 9.2 9.7 5.6 7.1 18.1 7.6 0.6 3.9 0.5 ─ 2.5 2.0 0.8 1.2

＊かんぽ生命を除く
＊「生活障害・就業不能保障保険」は、平成30年調査より追加
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加入者（被保険者）別にみると、「世帯主」で「終身保険」（38.8％）、「定期保険」（10.5％）、「定
期付終身保険」（6.1％）が、「配偶者」では「医療保険」（29.8％）、「個人年金保険」（5.7％）が、
それぞれ高くなっている。（図表Ⅰ－129）

〈図表Ⅰ−129〉　直近加入契約（民保）の保険種類（加入者（被保険者）別）
（％）
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険

そ
の
他
の
生
命
保
険

個
人
年
金
保
険

変
額
個
人
年
金
保
険

不　

明

全 体 35.3 9.2 5.0 2.1 4.6 23.3 7.3 0.8 2.3 1.1 1.5 2.0 3.7 0.6 1.3 
世 帯 主 38.8 10.5 6.1 1.9 3.9 20.5 7.3 0.7 0.5 1.1 1.4 2.3 2.7 0.8 1.5 
配 偶 者 34.8 6.0 2.1 2.5 5.7 29.8 9.2 1.4 0.4 0.7 0.7 0.7 5.7 0.4 0.0 
子 ど も （ 計 ） 18.5 9.6 4.5 1.9 5.7 27.4 5.1 0.6 12.7 1.3 3.2 3.2 5.1 0.0 1.3 
子ども （未婚で就学前・就学中） 11.5 16.4 0.0 1.6 8.2 19.7 3.3 0.0 29.5 0.0 0.0 6.6 1.6 0.0 1.6 
子ども（未婚で就学終了） 20.5 4.8 8.4 2.4 3.6 34.9 6.0 1.2 1.2 1.2 6.0 1.2 7.2 0.0 1.2 

＊かんぽ生命を除く
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（ス）直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度
（ａ）加入チャネルに満足している点

直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、加入したときのチャ
ネルについて現在どのような点に満足しているかを尋ねたところ、「手間がかからない」が29.6
％（前回29.8％）と最も多く、次いで「相談に迅速に対応してくれる」26.0％（前回25.5％）、「定
期的な訪問がある」24.5％（前回25.3％）となっている。（図表Ⅰ－130）

〈図表Ⅰ−130〉　直近加入契約（民保）の加入チャネルに満足している点（複数回答）
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＊かんぽ生命を除く
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（平成25～30年に加入）
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加入年次別にみると、「手間がかからない」は「平成28年に加入」を除くすべての年次で最も
多くなっている。（図表Ⅰ－131）

〈図表Ⅰ−131〉　�直近加入契約（民保）の加入チャネルに満足している点（加入年次別） 
（複数回答）
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平成30年に加入 31.2 25.5 28.7 27.4 19.1 21.0 8.3 1.9 3.8 8.9 0.0 
平成29年に加入 28.8 26.1 25.8 27.1 20.1 19.4 8.7 3.0 4.0 12.7 0.3 
平成28年に加入 26.5 28.9 22.1 20.5 15.7 20.1 6.8 1.6 0.4 15.3 2.0 
平成27年に加入 32.5 27.9 24.4 23.9 17.3 11.7 6.1 0.5 3.0 16.8 0.5 
平成26年に加入 33.1 22.8 23.4 22.8 15.9 14.5 9.7 2.8 0.0 18.6 0.7 
平成25年に加入 27.5 22.2 22.9 20.3 13.7 11.1 4.6 2.0 1.3 20.3 0.7 

＊かんぽ生命を除く
＊平成30年調査が対象
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世帯主年齢別にみると、「商品知識や保障見直しの提案力が良い」、「生命保険や他の金融商品
に関する情報提供がある」は「45～49歳」で高く、「定期的な訪問がある」は「55～59歳」で
高くなっている。（図表Ⅰ－132）

〈図表Ⅰ−132〉　�直近加入契約（民保）の加入チャネルに満足している点 
（世帯主年齢別）（複数回答）
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点
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全　　体 29.6 26.0 24.5 23.8 17.3 16.8 7.4 2.0 2.3 15.1 0.8 
29歳以下 26.3 18.4 10.5 21.1 23.7 15.8 7.9 5.3 2.6 28.9 0.0 
30～34歳 33.9 24.2 11.3 30.6 24.2 19.4 9.7 1.6 1.6 17.7 0.0 
35～39歳 32.0 25.2 11.7 22.3 15.5 21.4 6.8 1.9 3.9 17.5 1.0 
40～44歳 32.4 22.5 17.6 22.5 13.7 16.7 10.8 2.0 1.0 17.6 1.0 
45～49歳 29.6 26.6 20.1 26.0 20.7 23.7 13.0 1.2 2.4 14.8 0.0 
50～54歳 37.6 24.7 30.1 21.5 11.8 11.8 4.3 3.2 4.3 11.8 0.0 
55～59歳 27.4 25.5 33.8 21.7 19.1 15.3 6.4 1.3 3.8 10.8 0.0 
60～64歳 27.8 25.2 29.6 24.3 14.8 19.1 7.8 3.5 0.9 13.9 0.0 
65～69歳 33.3 28.0 28.8 24.2 16.7 10.6 6.8 0.8 0.8 12.1 2.3 
70～74歳 20.2 28.8 29.8 30.8 15.4 19.2 3.8 2.9 1.9 18.3 0.0 
75～79歳 26.1 30.4 29.0 15.9 20.3 14.5 0.0 2.9 2.9 11.6 2.9 
80～84歳 32.4 26.5 20.6 26.5 11.8 5.9 2.9 0.0 0.0 14.7 5.9 
85～89歳 18.8 37.5 37.5 12.5 12.5 12.5 6.3 0.0 0.0 31.3 0.0 
90歳以上 16.7 16.7 33.3 16.7 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 16.7 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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加入チャネル別にみると、「家庭に来る営業職員」では「相談に迅速に対応してくれる」、「定
期的な訪問がある」、「商品知識や保障見直しの提案力が良い」が、「通信販売」では「手間がか
からない」がそれぞれ高くなっている。また、「保険代理店の窓口や営業職員」では「保障内容
の説明や手続きの対応が良い」、「マナー・態度が良い」、「生命保険や他の金融商品に関する情報
提供がある」が高くなっている。（図表Ⅰ－133）

〈図表Ⅰ−133〉　�直近加入契約（民保）の加入チャネルに満足している点 
（主な加入チャネル別）（複数回答）
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全 体 29.6 26.0 24.5 23.8 17.3 16.8 7.4 2.0 2.3 15.1 0.8 
家 庭 に 来 る 営 業 職 員 21.4 32.8 39.2 22.2 20.3 18.5 6.4 3.3 1.9 12.9 0.2 
職 場 に 来 る 営 業 職 員 19.0 23.0 38.9 24.6 19.0 18.3 3.2 2.4 0.8 15.9 0.8 
通 信 販 売 60.3 9.0 1.3 16.7 3.8 5.1 3.8 0.0 5.1 14.1 1.3 
銀行・証券会社を通して 29.2 20.0 18.5 18.5 15.4 12.3 7.7 0.0 4.6 21.5 0.0 
保険代理店の窓口や営業職員 30.5 27.7 5.6 33.3 20.7 26.3 13.1 0.5 0.5 17.8 0.5 

＊かんぽ生命を除く
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（ｂ）加入チャネルに対する満足度
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、加入したときのチャネ

ルについて現在どの程度満足しているかを尋ねたところ、『満足』（「満足している」と「どちらか
といえば満足している」の合計）が90.3％（前回89.8％）と、『不満』（「どちらかといえば不満で
ある」と「不満である」の合計）8.9％（前回9.4％）を大きく上回っている。（図表Ⅰ－134）

〈図表Ⅰ−134〉　直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度
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＊かんぽ生命を除く
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（89.8％） （9.4％）

平成27年調査
（平成22～27年に加入）

0.8
26.2 64.2 7.5

（90.3％） （8.9％）

平成30年調査
（平成25～30年に加入）

加入年次別にみると、「満足している」の割合は概ね加入年次が新しいほど高く、「平成29年
に加入」で32.1％と最も高くなっている。（図表Ⅰ－135）

〈図表Ⅰ−135〉　直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度（加入年次別）
（％）
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平成30年に加入 30.6 64.3 94.9 0.6 4.5 3.8 0.6
平成29年に加入 32.1 60.5 92.6 0.3 7.0 5.7 1.3
平成28年に加入 22.1 69.1 91.2 2.0 6.8 6.8 0.0
平成27年に加入 27.9 58.9 86.8 0.0 13.2 10.2 3.0
平成26年に加入 20.7 68.3 89.0 0.7 10.3 9.7 0.7
平成25年に加入 19.6 66.0 85.6 0.7 13.7 10.5 3.3

＊かんぽ生命を除く
＊平成30年調査が対象
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世帯主年齢別にみると、『満足』は「30～34歳」、「55～59歳」で95％前後と高くなっている。（図
表Ⅰ－136）

〈図表Ⅰ−136〉　直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度（世帯主年齢別）
（％）
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明
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ば

不
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で
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不
満
で
あ
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全　　体 26.2 64.2 90.3 0.8 8.9 7.5 1.4
29歳以下 36.8 55.3 92.1 0.0 7.9 7.9 0.0
30～34歳 29.0 66.1 95.2 0.0 4.8 3.2 1.6
35～39歳 32.0 57.3 89.3 1.0 9.7 8.7 1.0
40～44歳 23.5 67.6 91.2 0.0 8.8 7.8 1.0
45～49歳 29.0 62.1 91.1 0.0 8.9 7.7 1.2
50～54歳 32.3 61.3 93.5 0.0 6.5 6.5 0.0
55～59歳 22.9 72.0 94.9 0.0 5.1 4.5 0.6
60～64歳 20.9 72.2 93.0 0.0 7.0 7.0 0.0
65～69歳 28.0 58.3 86.4 2.3 11.4 10.6 0.8
70～74歳 25.0 58.7 83.7 3.8 12.5 8.7 3.8
75～79歳 21.7 69.6 91.3 0.0 8.7 4.3 4.3
80～84歳 11.8 73.5 85.3 2.9 11.8 11.8 0.0
85～89歳 12.5 50.0 62.5 0.0 37.5 18.8 18.8
90歳以上 33.3 50.0 83.3 0.0 16.7 16.7 0.0

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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加入チャネル別にみると、『満足』は「銀行・証券会社を通して」が81.5％と低くなっている。
（図表Ⅰ－137）

〈図表Ⅰ−137〉　�直近加入契約（民保）の加入チャネルに対する満足度 
（主な加入チャネル別）
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家 庭 に 来 る 営 業 職 員 25.5 64.5 90.0 0.6 9.5 8.3 1.2
職 場 に 来 る 営 業 職 員 23.0 64.3 87.3 1.6 11.1 9.5 1.6
通 信 販 売 19.2 70.5 89.7 0.0 10.3 7.7 2.6
銀行・証券会社を通して 20.0 61.5 81.5 0.0 18.5 13.8 4.6
保険代理店の窓口や営業職員 31.5 62.4 93.9 0.9 5.2 4.2 0.9

＊かんぽ生命を除く
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（セ）直近加入契約（民保）の商品に対する満足度
（ａ）商品に満足している点

直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、直近に加入した生命
保険商品について現在どのような点に満足しているかを尋ねたところ、「保障内容が現在の自分
や自分の家族状況に合っている」が46.4％（前回49.3％）と最も多く、次いで「保障内容に比べ
掛金が安い」16.8％（前回15.4％）、「保障の範囲が広い」16.7％（前回15.3％）となっている。

前回と比較すると、「税制上のメリットがある」が2.3ポイント、「利回りが他の金融商品に比
べて有利」が1.6ポイント、それぞれ増加している。（図表Ⅰ－138）

〈図表Ⅰ−138〉　直近加入契約（民保）の商品に満足している点（複数回答）
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（％）0 505 10 15 20 25 3530 4540

＊かんぽ生命を除く

46.9
44.7

8.8
10.4

3.1
2.3

2.2
3.4

1.0
1.2

1.4
1.9

7.7
9.7

7.0

14.3
11.8

6.9

平成27年調査
（平成22～27年に加入）

平成24年調査
（平成19～24年に加入）

平成21年調査
（平成16～21年に加入）

平成30年調査
（平成25～30年に加入）

18.5
16.6

15.4
16.7

12.0
12.7

2.3
2.6

1.3
2.3

49.3

12.1

7.8

2.9

1.6

1.3

1.6

7.4

7.5

15.3

15.4

12.7

1.5

1.7

46.4

13.3

6.2

4.5

2.7

1.3

1.7

6.3

7.8

16.7

16.8

14.3

1.8

3.8



106

世帯主年齢別にみると、「保障内容に比べ掛金が安い」は「29歳以下」で31.6％と高く、「保障
と貯蓄を兼ねている」は「30～34歳」で高くなっている。また、「利回りが他の金融商品に比べ
て有利」は「34歳以下」の層で、「税制上のメリットがある」は「75～79歳」で、それぞれ高く
なっている。（図表Ⅰ－139）

〈図表Ⅰ−139〉　�直近加入契約（民保）の商品に満足している点（世帯主年齢別）
（複数回答）
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全　　体 46.4 16.8 16.7 14.3 13.3 6.2 4.5 3.8 2.7 1.8 1.3 1.7 6.3 7.8 
29歳以下 34.2 31.6 26.3 21.1 18.4 10.5 13.2 0.0 7.9 0.0 0.0 2.6 5.3 5.3 
30～34歳 45.2 24.2 9.7 17.7 24.2 1.6 12.9 3.2 3.2 1.6 0.0 1.6 3.2 6.5 
35～39歳 46.6 19.4 18.4 15.5 15.5 7.8 2.9 4.9 3.9 1.9 2.9 1.9 3.9 10.7 
40～44歳 41.2 16.7 21.6 12.7 18.6 3.9 5.9 4.9 1.0 0.0 0.0 2.0 6.9 7.8 
45～49歳 53.3 17.8 16.0 13.0 11.2 3.6 4.7 1.8 3.6 2.4 1.2 1.2 7.1 6.5 
50～54歳 48.4 19.4 18.3 12.9 8.6 5.4 1.1 4.3 1.1 0.0 0.0 1.1 6.5 9.7 
55～59歳 50.3 19.7 17.2 9.6 11.5 8.9 3.8 3.8 1.3 3.8 1.3 3.2 3.2 5.7 
60～64歳 50.4 13.0 14.8 13.9 13.0 6.1 4.3 1.7 4.3 4.3 1.7 0.9 6.1 6.1 
65～69歳 37.9 15.9 18.9 17.4 13.6 8.3 3.0 3.8 2.3 2.3 2.3 1.5 4.5 8.3 
70～74歳 44.2 10.6 15.4 14.4 7.7 7.7 5.8 2.9 2.9 1.0 1.9 1.9 13.5 7.7 
75～79歳 47.8 8.7 18.8 20.3 8.7 7.2 1.4 10.1 1.4 0.0 1.4 1.4 5.8 8.7 
80～84歳 44.1 11.8 0.0 14.7 11.8 2.9 0.0 5.9 0.0 0.0 2.9 0.0 11.8 14.7 
85～89歳 43.8 6.3 6.3 12.5 25.0 0.0 0.0 12.5 6.3 0.0 0.0 0.0 12.5 18.8 
90歳以上 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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加入保険種類別にみると、「保障内容が現在の自分や自分の家族状況に合っている」は「定期付
終身保険」で高く、「保障内容に比べ掛金が安い」は、「定期保険」、「医療保険」、「ガン保険」で高
くなっている。

また、「保障内容や仕組みがシンプルでわかりやすい」は「定期保険」、「養老保険」、「ガン保険」
で高く、「保障と貯蓄を兼ねている」は「養老保険」、「個人年金保険」で高くなっている。（図表Ⅰ
－140）

〈図表Ⅰ−140〉　�直近加入契約（民保）の商品に満足している点（加入保険種類別） 
（複数回答）

（％）
保
障
内
容
が
現
在
の
自
分
や
自

分
の
家
族
状
況
に
合
っ
て
い
る

保
障
内
容
に
比
べ
掛
金
が
安
い

保
障
の
範
囲
が
広
い

保
障
内
容
や
仕
組
み
が
シ
ン
プ

ル
で
わ
か
り
や
す
い

保
障
と
貯
蓄
を
兼
ね
て
い
る

契
約
の
途
中
で
内
容
を
自
由
に

変
更
で
き
る

利
回
り
が
他
の
金
融
商
品
に
比

べ
て
有
利

税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

配
当
金
が
期
待
で
き
る

契
約
者
貸
付
が
利
用
で
き
る

話
題
性
の
あ
る
商
品
で
あ
る

そ　

の　

他

特
に
満
足
し
て
い
る
点
は
な
い

不　
　
　

明

全 体 46.4 16.8 16.7 14.3 13.3 6.2 4.5 3.8 2.7 1.8 1.3 1.7 6.3 7.8 
終 身 保 険 48.5 10.6 16.8 9.9 15.6 5.4 5.0 4.3 1.9 2.6 0.7 1.4 8.5 9.0 
定 期 保 険 48.2 32.7 17.3 20.9 4.5 7.3 0.0 4.5 2.7 0.0 0.9 2.7 4.5 6.4 
定期付終身保険 60.0 6.7 18.3 10.0 10.0 15.0 0.0 1.7 1.7 0.0 0.0 1.7 5.0 5.0 
利率変動型積立終身保険 32.0 0.0 20.0 12.0 32.0 4.0 16.0 0.0 4.0 0.0 0.0 0.0 16.0 4.0 
養 老 保 険 36.4 0.0 7.3 25.5 36.4 9.1 9.1 9.1 0.0 5.5 1.8 0.0 7.3 9.1 
医 療 保 険 51.4 23.6 20.0 13.6 2.9 3.6 0.7 2.1 2.5 1.1 1.1 1.8 5.4 7.1 
ガ ン 保 険 45.5 33.0 19.3 28.4 2.3 5.7 1.1 3.4 1.1 0.0 5.7 2.3 1.1 6.8 
こ ど も 保 険 32.1 14.3 7.1 21.4 50.0 7.1 21.4 0.0 10.7 10.7 0.0 0.0 0.0 7.1 
個人年金保険 20.5 6.8 4.5 9.1 34.1 4.5 13.6 11.4 4.5 4.5 0.0 2.3 9.1 9.1 

＊かんぽ生命を除く
＊積立利率変動型積立終身保険、こども保険はサンプルが30未満
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（ｂ）商品に対する満足度
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、直近に加入した生命保

険商品について現在どの程度満足しているかを尋ねたところ、『満足』（「満足している」と「どち
らかといえば満足している」の合計）が88.4％（前回88.5％）と、『不満』（「どちらかといえば不
満である」と「不満である」の合計）9.5％（前回9.7％）を大きく上回っている。（図表Ⅰ－141）

〈図表Ⅰ−141〉　直近加入契約（民保）の商品に対する満足度
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＊かんぽ生命を除く

（87.7％） （11.3％）

平成24年調査
（平成19～24年に加入）

平成21年調査
（平成16～21年に加入）

22.5 66.0 9.1
1.8 0.7（88.5％） （9.7％）

平成27年調査
（平成22～27年に加入）

20.0 68.4 8.8
2.1 0.8（88.4％） （9.5％）

平成30年調査
（平成25～30年に加入）

加入年次別にみると、「満足している」は「平成29年に加入」の層で24.4％と最も高くなって
いる。（図表Ⅰ－142）

〈図表Ⅰ−142〉　直近加入契約（民保）の商品に対する満足度（加入年次別）
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平成30年に加入 22.9 69.4 92.4 0.6 7.0 6.4 0.6
平成29年に加入 24.4 65.6 90.0 1.3 8.7 7.7 1.0
平成28年に加入 19.3 71.5 90.8 2.4 6.8 6.4 0.4
平成27年に加入 19.3 66.5 85.8 2.5 11.7 11.2 0.5
平成26年に加入 15.2 72.4 87.6 3.4 9.0 9.0 0.0
平成25年に加入 15.0 66.7 81.7 2.6 15.7 13.7 2.0

＊かんぽ生命を除く
＊平成30年調査が対象
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世帯主年齢別にみると、「満足している」は「29歳以下」（36.8％）および「35～39歳」（28.2％）
で高くなっている。（図表Ⅰ－143）

〈図表Ⅰ−143〉　直近加入契約（民保）の商品に対する満足度（世帯主年齢別）
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全　　体 20.0 68.4 88.4 2.1 9.5 8.8 0.8
29歳以下 36.8 52.6 89.5 0.0 10.5 10.5 0.0
30～34歳 22.6 69.4 91.9 0.0 8.1 6.5 1.6
35～39歳 28.2 65.0 93.2 0.0 6.8 6.8 0.0
40～44歳 18.6 68.6 87.3 2.9 9.8 7.8 2.0
45～49歳 23.1 67.5 90.5 0.6 8.9 7.7 1.2
50～54歳 23.7 61.3 84.9 4.3 10.8 10.8 0.0
55～59歳 17.2 77.1 94.3 0.0 5.7 5.7 0.0
60～64歳 13.9 75.7 89.6 0.9 9.6 9.6 0.0
65～69歳 18.9 67.4 86.4 5.3 8.3 8.3 0.0
70～74歳 18.3 61.5 79.8 5.8 14.4 11.5 2.9
75～79歳 15.9 72.5 88.4 1.4 10.1 10.1 0.0
80～84歳 8.8 73.5 82.4 5.9 11.8 11.8 0.0
85～89歳 6.3 68.8 75.0 0.0 25.0 18.8 6.3
90歳以上 16.7 50.0 66.7 0.0 33.3 33.3 0.0

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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（ソ）直近加入契約（民保）の商品・サービスに対する総合満足度
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、直近に加入した生命

保険会社の商品やサービス全般について現在どの程度満足しているかを尋ねたところ、『満足』
（「満足している」と「どちらかといえば満足している」の合計）が87.3％（前回87.9％）と、『不
満』（「どちらかといえば不満である」と「不満である」の合計）10.4％（前回10.4％）を大きく
上回っている。（図表Ⅰ－144）

〈図表Ⅰ−144〉　直近加入契約（民保）の商品・サービスに対する総合満足度
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1.6 0.9（87.9％） （10.4％）

平成27年調査
（平成22～27年に加入）

18.5 68.8 9.2
2.3 1.3（87.3％） （10.4％）

平成30年調査
（平成25～30年に加入）

加入年次別にみると、「満足している」は「平成29年に加入」の層で23.7％と高くなっている。
（図表Ⅰ－145）

〈図表Ⅰ−145〉　�直近加入契約（民保）の商品・サービスに対する総合満足度 
（加入年次別）
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平成30年に加入 20.4 71.3 91.7 1.3 7.0 6.4 0.6
平成29年に加入 23.7 65.6 89.3 1.7 9.0 7.7 1.3
平成28年に加入 16.1 73.5 89.6 2.0 8.4 8.0 0.4
平成27年に加入 17.8 67.0 84.8 2.5 12.7 10.7 2.0
平成26年に加入 15.2 71.7 86.9 3.4 9.7 9.7 0.0
平成25年に加入 14.4 64.7 79.1 3.3 17.6 14.4 3.3

＊かんぽ生命を除く
＊平成30年調査が対象
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世帯主年齢別にみると、「満足している」は概ね若年層ほど高く、「29歳以下」で36.8％と３割
を超えている。（図表Ⅰ－146）

〈図表Ⅰ−146〉　�直近加入契約（民保）の商品・サービスに対する総合満足度 
（世帯主年齢別）
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全　　体 18.5 68.8 87.3 2.3 10.4 9.2 1.3
29歳以下 36.8 55.3 92.1 0.0 7.9 7.9 0.0
30～34歳 24.2 72.6 96.8 0.0 3.2 1.6 1.6
35～39歳 23.3 68.9 92.2 0.0 7.8 7.8 0.0
40～44歳 17.6 71.6 89.2 2.9 7.8 5.9 2.0
45～49歳 21.9 66.9 88.8 0.6 10.7 9.5 1.2
50～54歳 20.4 64.5 84.9 3.2 11.8 11.8 0.0
55～59歳 15.3 76.4 91.7 0.6 7.6 7.6 0.0
60～64歳 12.2 76.5 88.7 0.9 10.4 9.6 0.9
65～69歳 18.9 63.6 82.6 5.3 12.1 10.6 1.5
70～74歳 17.3 62.5 79.8 6.7 13.5 9.6 3.8
75～79歳 14.5 72.5 87.0 1.4 11.6 8.7 2.9
80～84歳 5.9 70.6 76.5 8.8 14.7 14.7 0.0
85～89歳 6.3 56.3 62.5 0.0 37.5 31.3 6.3
90歳以上 16.7 50.0 66.7 0.0 33.3 33.3 0.0

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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（タ）直近加入契約（民保）の生命保険会社について評価している点
直近加入契約が平成25年以降の民保加入世帯（かんぽ生命を除く）に、直近に加入した生命

保険会社について現在どのような点を評価しているかを尋ねたところ、「保険金や給付金が正確
（確実）に支払われそうだ」が34.9％（前回33.7％）と最も多く、次いで「契約内容に関する情
報がわかりやすい」32.9％（前回30.1％）、「顧客の立場に立って相談や質問に誠実に対応してく
れる」32.3％（前回33.9％）となっている。（図表Ⅰ－147）

〈図表Ⅰ−147〉　直近加入契約（民保）の生命保険会社について評価している点（複数回答）
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＊かんぽ生命を除く



113

加入年次別にみると、「顧客の立場に立って相談や質問に誠実に対応してくれる」は「平成30
年に加入」で高く、４割を超えている。また、「生命保険だけでなく生活設計全般に関する相談
にも対応してくれる」が「平成30年に加入」では14.0％と高くなっている。（図表Ⅰ－148）

〈図表Ⅰ−148〉　�直近加入契約（民保）の生命保険会社について評価している点
（加入年次別）（複数回答）
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平成30年に加入 26.8 36.9 40.1 14.0 15.9 14.0 7.6 2.5 3.2 3.8 0.6 0.6 11.5 0.6 
平成29年に加入 31.4 36.5 33.4 12.4 13.7 9.4 8.0 4.3 2.3 1.7 2.0 2.3 12.4 1.3 
平成28年に加入 40.2 28.5 33.3 17.7 14.5 8.8 5.6 3.2 0.4 2.0 0.8 1.2 10.8 1.6 
平成27年に加入 39.6 33.5 22.8 14.7 9.1 4.1 7.6 3.0 4.1 2.0 1.0 0.5 14.2 4.1 
平成26年に加入 37.9 35.9 31.0 12.4 13.1 5.5 5.5 0.0 1.4 2.1 2.1 0.0 13.1 2.1 
平成25年に加入 32.7 25.5 33.3 11.1 9.8 6.5 7.8 3.3 3.3 0.7 0.0 0.7 20.3 3.3 

＊かんぽ生命を除く
＊平成30年調査が対象
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世帯主年齢別にみると、「契約内容に関する情報がわかりやすい」は「30～34歳」、「35～39歳」
の層で高くなっている。（図表Ⅰ－149）

〈図表Ⅰ−149〉　�直近加入契約（民保）の生命保険会社について評価している点
（世帯主年齢別）（複数回答）
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全　　体 34.9 32.9 32.3 13.9 12.8 8.2 7.1 3.0 2.3 2.0 1.2 1.1 13.3 2.1 
29歳以下 34.2 44.7 31.6 13.2 10.5 13.2 7.9 5.3 0.0 5.3 2.6 0.0 18.4 0.0 
30～34歳 32.3 46.8 21.0 12.9 11.3 14.5 8.1 1.6 1.6 3.2 1.6 0.0 16.1 1.6 
35～39歳 35.0 41.7 26.2 13.6 9.7 11.7 5.8 1.0 4.9 2.9 1.9 1.9 15.5 0.0 
40～44歳 24.5 40.2 19.6 15.7 15.7 8.8 5.9 6.9 2.0 5.9 0.0 2.0 14.7 2.9 
45～49歳 34.9 27.8 30.8 16.0 13.0 10.1 7.1 4.1 1.8 0.6 0.6 1.2 14.8 1.2 
50～54歳 33.3 24.7 36.6 9.7 6.5 5.4 4.3 2.2 1.1 1.1 1.1 0.0 16.1 3.2 
55～59歳 41.4 26.8 39.5 12.7 9.6 7.0 7.6 1.9 1.9 3.2 1.9 0.0 9.6 0.6 
60～64歳 38.3 33.0 37.4 11.3 18.3 8.7 10.4 1.7 2.6 0.0 1.7 1.7 12.2 0.9 
65～69歳 35.6 33.3 34.8 17.4 18.2 5.3 5.3 2.3 4.5 1.5 0.8 0.8 9.8 3.8 
70～74歳 33.7 34.6 33.7 13.5 12.5 9.6 8.7 1.9 1.0 1.0 0.0 2.9 12.5 3.8 
75～79歳 40.6 29.0 40.6 10.1 17.4 1.4 5.8 7.2 1.4 0.0 0.0 0.0 11.6 4.3 
80～84歳 29.4 29.4 32.4 14.7 8.8 5.9 8.8 2.9 5.9 0.0 2.9 0.0 8.8 5.9 
85～89歳 37.5 25.0 12.5 31.3 6.3 0.0 12.5 0.0 0.0 0.0 6.3 6.3 25.0 0.0 
90歳以上 0.0 16.7 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0 33.3 0.0 

＊かんぽ生命を除く
＊85～89歳、90歳以上はサンプルが30未満
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（２）直近加入のかんぽ生命
（ア）直近加入契約（かんぽ生命）の加入理由

かんぽ生命加入世帯の直近加入契約の加入理由をみると、「郵便局員・かんぽ生命の営業職員
の人が親身になって説明してくれたので」が27.5％（前回23.9％）と最も多くなっている。次い
で「以前から加入していた郵便局員・かんぽ生命の営業職員の人にすすめられたので」21.0％

（前回19.4％）、「希望にあった生命保険だったので」19.7％（前回19.2％）の順となっている。（図
表Ⅰ－150）

〈図表Ⅰ−150〉　直近加入契約（かんぽ生命）の加入理由（複数回答）
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平成30年 27.5 21.0 19.7 16.3 11.2 9.8 7.3 5.6 5.4 5.0 3.8 3.5 1.7 0.6 3.5 17.5

平成27年 23.9 19.4 19.2 16.2 14.9 11.5 7.2 8.5 5.3 5.8 5.8 2.6 1.7 0.4 4.1 12.2

平成24年 24.6 18.6 21.0 18.1 14.6 12.4 9.8 8.4 8.6 7.6 5.0 2.4 1.9 0.2 4.5 9.8

平成21年 23.5 22.6 19.6 22.2 14.3 12.2 10.9 7.0 5.7 6.5 4.8 0.9 1.3 0.0 2.2 14.8


